






2025 年度（A 日程）「マーケティング」 

出題の意図 

５問の内から 2 問を選択し、記述式で解答を求める出題形式である。５つの設問は、「製

品ライフサイクル（PLC）」、「先発優位性」、「プライベート・ブランド（PB）」、「サービ

スの基本特性」、「消費者選択の階層性」であり、広くマーケティングの研究領域をカバー

している。いずれも基本的・基礎的概念であり、入学後、研究上必要となる知識、およ

び、論理的な思考力を確認することを意図したものである。 









2025 年度大学院入試「経営学（経営組織・管理系）」 

（A 日程）出題の意図 

2 問から構成される。いずれも、経営組織・管理に関する経営学の基礎的な概念と論理を取

り上げ、その内容を適切な知識、理解に基づいて的確に説明できるか、それを用いて論理的、

多角的な思考ができるかを確認している。 
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次の二つの問いから一つを選び、答えなさい。なお、解答は日本語のほか、英語でも可能である。 

 

問１ a) アメリカの会計基準設定機関である財務会計基準審議会（ＦＡＳＢ）が 1976 年に公表した討議資料『財務会計及び財務報告のための概念フレ

ームワーク：財務諸表の要素とその測定に関する論点』で挙げられた二つの利益観(収益費用観と資産負債観)について知るところを述べなさ

い。 

b) 企業会計原則の一般原則にある保守主義について知るところを述べなさい。 

 

問２ a) 企業価値を評価するための手法について知るところを述べなさい。 

b) CVP 分析と経営レバレッジ係数について説明しなさい。 

 

 

【出題の意図】 

解答者の会計学分野における専門知識への理解度を問う問題を出題しているため、一律の解答を提示することは適切ではない。このた

め、出題者の意図を各問題について記載する。 

問１ 

a) 本問は、財務会計の基本概念である利益計算の方法を理解しているかを問うものであり、日本基準・米国基準・国際会計基準がどの

ような利益計算概念に基づいているか、さらにそれらが実務や経済に与える影響はどのようなものかを具体例とともに説明する力を評

価することを目的とする。 

 

b) 本問は、企業会計原則の一般原則にある保守主義を正しく理解しているかを確認するために出題されている。特に、保守主義が慎重

な評価を求める理由や具体的な会計処理との関係、さらに真実性の原則とのバランスを踏まえて説明する力を評価することを目的とす

る。 

 

問 2 

a) 本問は、企業価値評価に用いられる主要な手法についての理解を問う問題である。企業価値を算定する際に、インカム・アプローチ、

マーケット・アプローチ、資産・アプローチなど、どのような評価概念に基づき手法が構築されているのかを説明し、それぞれの手法が

企業分析や投資判断の場面でどのような役割を果たし、どのような実務的・経済的な影響を持つのかについて、現実に観察できる事例を

踏まえて説明する力を評価することを目的とする。 

 

b) 本問は、管理会計における基本概念である CVP 分析と経営レバレッジ係数の理論的枠組みを理解しているかを確認するために出題

されている。特に、限界利益、固定費・変動費の構造、損益分岐点の概念など、利益構造の分析に不可欠な要素を正しく把握し、経営レ

バレッジ係数を用いて売上変動が利益に与える影響をどのように評価できるかについて論理的に説明する力を評価することを目的とす

る。 







経営科学 解答 

 

【問 1】 

（１）D （２）A （３）B （４）A （５）4 

 

【問 2】 

（１） 目的関数 500000x + 600000y（最大化） 

制約条件 15x+5y≦500, 5x+10y≦400, x≧0, y≧0 

（２） 制約条件の不等式をいずれも満たす領域を図示できればよい。 

（３） x=24, y=28, 2880 万円 

（４） x=0, y=40, 2400 万円 

 

【問 3】 

（１）x：平均 5、分散 8 y：平均 6、分散 6 （２）-4.8 （３）y=-0.6x+9 

 

【問 4】 

（１）約 0.161 （２）約 0.999 

 













2024 年度　経営学研究科入学試験
企業戦略・企業経済系

出題の意図

2024 年 9 月 3 日　出題分について

1 企業戦略をめぐる概念

本問では、効用、需要、消費者余剰、固定費用、変動費用、競争優位、支払い最大意思額
（Willingness to Pay）などの、企業戦略をめぐる経済分析を行うための基礎概念の知識を問うてい
ます。学部において、ミクロ経済学、ビジネスエコノミクス、経営戦略を履修していることを想定
した設問です。

2 利潤を最大化する条件をもとめる

本問は、企業経済学の分析をするために必要な数学的な計算能力を問う設問です。現実の問題に
沿った利潤最大化問題を学生に設定するところまでは求めず、出題者が設定した利潤最大化問題を
解答することを求めています。

3 最適な生産量を考える

本問題は、以上での利潤最大化の問題を、現実の数字に当てはめて、解釈する能力を問うていま
す。出題者側が設定したデータと経済モデルをもとに、解答する形となっています。
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2024年度　経営学研究科入学試験
企業戦略・企業経済系　

解答例

2024年 9月 3日 出題

1 企業戦略をめぐる概念

1.1 取引の利益

解答例 カッコ内の選択肢番号が解答例。
　　問題の下にまとめた選択肢から、次のと異番号のある空欄を埋めるのに適切な物を選

び、解答用紙に記入してください。
消費者の利得は、ある選択肢について、消費者が最大限払ってもよいと考える金額である問

1（　２　）から、その選択肢の価格を引いたものを、個人の問 2（　１　）と呼びます。この
消費者は、自分の手元にある選択肢の問 2（　１　）の大きさを比較し、どれを購買するかを
決定します。そうして購買された商品の総量を、問 3(　６　)といいます。、問 3(　６　)に価
格をかけたものが、企業の問 4（　４　）となります。価格から限界費用を引いたものを問 5
（　５　）、さらにそれに問 3をかけ、問 6(　９　)を引いたものを利潤と呼びます。そして、
社会全体にとって、その取引がどのくらいの経済価値がもたらすのかを示す概念は、問 7（　
７　）と呼びます。これは、市場に参加している消費者の問 2（　１　）を足し上げた問 5（　
８　）と企業などの提供する側の利潤を足し上げたものの和を、問７（　７　）とよびます。

(1) 効用
(2) 便益（もしくはWTP)
(3) 利潤
(4) 売上
(5) マージン
(6) 需要
(7) 社会余剰
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(8) 消費者余剰
(9) 固定費用
(10) 総費用

1.2 競争戦略

問 8 　企業Ａと企業Ｂは、需要の価格弾力性が低い（＝需要の価格弾力性が１より小さい）市場
に直面しています。企業Ａは、コストを引き下げる能力に優れている一方、差別化はそれほど
得意ではありません。一方、企業Ｂは、コスト競争力はまあまあですが、差別化する能力に
は、優れています。
この企業ＡとＢが、どのような競争戦略を立てることが望ましいのか、次の用語をすべて用

いて、記述してください。

1. 競争優位
2. コスト優位
3. 差別化優位
4. マージンを引き上げる
5. 市場シェアを拡大する
6. 消費者余剰

解答例 下線部が、上で用いることを指示した用語。
この市場では、消費者の需要の価格弾力性が低い、つまり、価格を１％引き上げても、販

売数量がそれを 1％を上回って減少することはないため、売上全体は減少しない。この環境
で、コストを引き下げる能力に秀でいている企業 A の1. 競争優位は、価格下げずにコストだ
けを引き下げて、4. マージンを引き上げることを目指し、売上と利潤を増やすことを考える
2. コスト優位にあり、これがこの企業の戦略の基本となる。一方、差別化する能力が優れて
いる企業 Bの競争優位は、差別化によって製品の便益もしくはWTPを引き上げ、価格は据え
置くもしくは多少引き上げる差別化優位にある。こうして6．消費者余剰を拡大することで、
5．市場シェアを拡大することを目指し、利益を拡大することが基本戦略となる。

2 利潤を最大化する条件をもとめる

企業 Aは、次のような需要、限界費用、固定費用の関数に直面しているとします。

需要　q ＝ 800 − p

限界費用c = 3
2q

固定費用F = 10000
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問１ 　この条件のもとで利潤を最大化する価格は、いくらになりますか？

技術革新によって、企業 Aの直面する市場では、次のように変化しました。

需要　q ＝ 800 − p

限界費用c = 100

固定費用F = 10000

問２ 　このとき、利潤を最大化する価格はいくらになりますか？
問３ 　問 1の価格と問 2の価格のどちらが大きいですか？なぜそうなるのですか。

解答例
問１ このとき、企業の利潤は、次のように書ける。

(p − c)q − F = (p − 1.5(800 − p))(800 − p) − 10000

これを展開すると、

(p − 1.5(800 − p))(800 − p) − 10000

= (p + 1.5p − 1200)(800 − p) − 10000

= (2.5p − 1200)(800 − p) − 10000

= −2.5p2 + (2.5 ∗ 800 + 1200)p + (−1200) ∗ 800 − 10000

= −2.5p2 + (2000 + 1200)p + (−1200) ∗ 800 − 10000

= −2.5p2 + 3200p − 970000

この価格の関数のかたちに整理した利潤関数を価格で微分すると、次のとおりとなる。

dπ

dp
= d(−2.5p2 + 3200p − 970000)

dp

= −5p + 3200

この式がゼロに等しいとき、利潤最大化が実現できる。この条件を満たす価格は、次の
通り。

−5p + 3200 = 0

p = 3200
5 = 640

問２ このとき、企業の利潤は、次のような価格の関数のかたちで書くことができる。

利潤Π = (p－100)(800 − p) − 10000
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この式を展開すると次の通りになる。

800p − p2 − 80000 + 100p − 10000 = −p2 + 900p − 90000

dπ

dp
= −2p + 900

価格を動かして利潤が最大になる条件、つまり、上の式がゼロになるという条件を満たす価
格は、次のとおりとなる。

−2p + 900 = 0

p = 900
2 = 450

問３ 問１の場合、つまり、限界費用が数量とともに増える場合（＝限界費用が数量と相関）、利
潤が最大になる価格は６４０円、問２の場合、つまり、限界費用が数量と関係なく一定の場合
は４５０円であり、問１の場合のほうが価格が高くなる。
問２の場合は、数量を増やしてもコストが増えない。このため、利潤が最大になるかをどう

かを作用するのは、収入と価格の関係のみであり、消費者が価格にどう反応するか（＝需要の
価格弾力性）の要素だけで決まってくる。このとき、コスト増加の要素も考慮しないといけな
い問１のよりも、価格を引き下げる余地が大きいため、問２の場合の価格は低くなる。

3 最適な生産量を考える

ラーメン屋さんの費用と収入の構造が次のようになっています。

総費用 固定費合計 変動費合計
材料費 光熱費 アルバイトの賃金

価格 杯数 家賃 店長の月給 単価 180 単価 70 単価 150

1000 100 190,000 150,000 50,000 100,000 40,000 18,000 7,000 15,000
820 300 270,000 150,000 50,000 100,000 120,000 54,000 21,000 45,000
600 800 470,000 150,000 50,000 100,000 320,000 144,000 56,000 120,000
500 1,500 750,000 150,000 50,000 100,000 600,000 270,000 105,000 225,000
400 1,800 870,000 150,000 50,000 100,000 720,000 324,000 126,000 270,000
300 2,000 950,000 150,000 50,000 100,000 800,000 360,000 140,000 300,000

表 1 醤油ラーメンの費用の構成

問 1　ラーメン 1杯あたりの変動費用つまり限界費用はいくらですか？
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問 2　この費用と価格の条件のもとで、上から価格を下げていくことを考えます。ラーメンの
販売を続けてもよい最低の価格はいくらですか？、
問 3　このラーメンの市場について、表にある価格に縛られず、もっとも利益が最大になる価
格水準を探したいと考えました。この価格と数量の数値を回帰分析して、需要関数を推定した
ところ次のような関係であることがわかりました。

杯数q　＝　2860　− 3p

この需要関数をもとに、利潤関数の式を価格 pの関数のかたちで書いてください。
問 4　この利潤関数を価格で微分をして、利潤最大化になる価格を求めてください。小数点以
下切り捨てで、記入してください。
問 5　この時の需要の価格弾力性はいくらですか。小数点以下切り捨てで、記入してくだ
さい。
問 6　店長の給料を 15 万円に引き上げることになりました。利潤最大化を維持するための
ラーメンの価格は、いくらになりますか？
問 7　光熱費が値上がりし、限界費用が 500 円になりました。このとき、利潤最大化を維持す
るためのラーメンの価格は、いくらになりますか。

解答例 　
問 1 ラーメン 1杯あたりの変動費用つまり限界費用は、400円。
問 2 この費用と価格の条件のもとで、ラーメンの販売を続けてもよい価格の下限は、400円。
問 3 　

杯数q　＝　2860　− 3p

この需要関数をもとに書いた、価格 pの関数としての利潤関数の式は、次のとおり。

Π = (p − c)q = (p − 400)(2860 − 3p)

= −3p2 + 1200p + 2860p − 400 × 2860

= −3p2 + 4060p − 400 × 2860

問 4 この利潤関数を価格で微分をして、利潤最大化になる価格は、次のとおり。

dΠ
dp

= d(−3p2 + 4060p − 400 × 2860)
dp

= −6p + 4060 = 0

を満たす pが利潤を最大化する価格である。

p = 4060
6 = 676.66
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676（円）が解答
問 5 需要の価格弾力性は、次のように書くことができる。

需要の価格弾力性　 = −b
p

q

この関係を用いて、需要の価格弾力性を以下のように計算する。

b = 3

p = 676

q = 2860 − 3 × 676 = 832

需要の価格弾力性 = −3 × 676
832

= −2.4375

需要の価格弾力性は-2.47 である。
問 6 　店長の給料を 15 万円に引き上げたとき、利潤最大化を維持するためのラーメンの価格は

676 円のままである。固定費は価格によって変化しないので、利潤最大化を考えるときには、
影響しない。

問 7 光熱費が値上がりし、限界費用が 500 円になりました。このとき、利潤最大化を維持するた
めのラーメンの価格は、次のように限界費用が 100円から 500円に変更した利潤関数を書き、
この利潤を最大化する価格の水準を求める。

Π = (p − c)q = (p − 500)(2860 − 3p)

= −3p2 + 1500p + 2860p − 400

= −3p2 + 4360p − 500 × 2860

dΠ
dp

= d(−3p2 + 4360p − 500 × 2860)
dp

= −6p + 4360 = 0

を満たす pが利潤を最大化する価格である。

p = 4060
6 = 726.66

726（円）が解答。
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2025 年度 経営史 

 第一次世界大戦後から 1920 年代にかけて、アメリカの大企業は、企業の内外の変

化に対応するために経営組織の改革を行った。その中でも、先駆的で代表的な事例と

されるデュポン社やジェネラル・モーターズ社の動きに触れながら、同時期の経営組

織の改革について、改革の背景・具体的内容・成果について論述しなさい。 

出題の意図：

第一次世界大戦後から 1920 年代にかけて、欧米を中心に、機械、化学、電気関連の技

術進歩とともに、新しい産業が勃興し、いくつかの企業が巨大化していった。この過

程で、企業は多角化戦略を推進し、そのために企業内における資源配分をいかに適切

に行うかという課題に直面した。同時に、規模の経済を実現するために量産化が進展

したがが、販売を拡大するために、消費財については消費者向けマーケティングも重

要な課題となってきた。そうしたなかで、事業部制に代表される組織改革、複数の製品

ライン保有とそれぞれに即したマーケティング戦略の形成などがなされてきた。この

時期において、以上のような経営組織の改革の代表的事例と考えられるアメリカの

デュポン社、ジェネラル・モーターズ社について、具体的な動きの概要と、産業や企

業ごとのおよその特色を的確に把握しているかどうかを問う問題である。 
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